
令和７年 3月号

まちの出来事をお届け

　

１
月
19
日
、書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
甲
子
園
の
作
品
で
彩

ら
れ
た
伊
予
三
島
運
動
公
園

体
育
館
（
中
之
庄
町
）
で
、「
日

本
一
の
紙
の
ま
ち
四
国
中
央

市
新
春
競
書
大
会
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
万
博
イ
ヤ
ー

の
幕
開
け
を
飾
り
ま
し
た
。

　

書
道
人
口
の
拡
大
と
伝
統

文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大

会
に
、
今
年
は
過
去
最
多
と

な
る
３
８
９
人
の
小
中
学
生

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
た
ち
は
、
藤
原
製

紙
所
（
金
生
町
下
分
）
の
手

漉
き
和
紙
に
「
正
月
」
や
「
感

謝
」、「
輝
け
る
未
来
」
な
ど

学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
課

題
文
字
を
力
強
く
揮
毫
し
、

日
々
の
研
鑽
の
成
果
を
競
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
幕
間
に
は
川
之
江

高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

競
技
中
は
同
校
の
日
本
文
化

部
が
琴
を
演
奏
す
る
な
ど
、

高
校
生
た
ち
が
大
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
移
動
展
を
４
月
６
日
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。　

競
書
大
会
で
日
々
の
研け

ん
さ
ん鑽

の
成
果
を
披
露

子
ど
も
た
ち
の
書
で
万
博
イ
ヤ
ー
が
幕
開
け

大会の結果や
入賞作品展の
スケジュール
はこちら→

８
月
21
日
（
木
）

大
阪
・
関
西
万
博
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
で

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
特
別
大
会 

開
催

　

大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
の

株
式
会
社
伊
藤
園
（
本
庄

大
介
代
表
取
締
役
社
長
）

と
書
道
Ｐ
甲
子
園
の
コ
ラ

ボ
商
品
「
お
～
い
お
茶 

京
都
宇
治
抹
茶
」
が
１
月

27
日
か
ら
全
国
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
商
品
名
の

書
を
大
会
２
連
覇
中
の
鳥

取
城
北
高
校
書
道
部
が
揮

毫
し
た
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
裏
に
は
大
会
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

伊
藤
園
と
書
道
　  

甲
子
園
が
コ
ラ
ボ

新
商
品
の
名
称
を
優
勝
校
が
揮
毫

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

１
月
16
日
に
篠
原
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
同
社

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
の
吉
田
達
也
ブ
ラ
ン
ド
マ

ネ
ジ
ャ
ー
（
写
真
左
）
と
黒
木
大
幹
氏
（
同
右
）

　

２
月
４
日
、
鳥
取
城
北

高
校
書
道
部
顧
問
の
山
根

亮
文
先
生
を
招
い
た
特
別

授
業
が
関
川
小
学
校
で
あ

り
ま
し
た
。

　

山
根
先
生
か
ら
文
字
や

書
の
成
り
立
ち
を
学
ん
だ

児
童
た
ち
は
、「
大
切
な

人
に
伝
え
た
い
言
葉
」
を

虹
色
の
紙
に
書
き
、
代
表

児
童
が
「
関
川
の
夢
」
と

力
強
く
大
書
し
た
大
き
な

紙
に
貼
り
付
け
て
作
品
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

書
道
で
思
い
を
伝
え
よ
う

鳥
取
城
北
の
山
根
亮あ

き
ふ
み文
先
生
が
特
別
授
業
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戦
没
者
遺
族
に
対
す
る

生
活
相
談
な
ど
、
多
年
に

わ
た
る
援
護
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
市
遺
族
会

の
石
川
サ
チ
子
さ
ん
（
金

生
町
山
田
井
）
が
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
２
月
４
日
に
篠
原

市
長
を
表
敬
訪
問
し
、
受

賞
を
報
告
し
た
石
川
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振

り
返
り
、「
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

健
康
で
あ
る
限
り
活
動
を
続
け
た
い

市
遺
族
会 

石
川
サ
チ
子
さ
ん
に
大
臣
表
彰

　

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
四
国

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
エ
リ
エ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
５
人
の
選
手

が
１
月
25
日
か
ら
静
岡
県

な
ど
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

５
人
は
、
大
会
を
前
に

し
た
1
月
22
日
に
篠
原
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、「
最

後
ま
で
笑
顔
で
、
全
力
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

き
ま
す
」
と
目
標
を
掲
げ

ま
し
た
。

エ
リ
エ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
全
国
大
会
に
出
場

　

１
月
26
日
、
川
之
江
柔

道
会
（
立
川
昭
宏
会
長
）

の
発
足
１
０
０
周
年
を
記

念
し
た
柔
道
大
会
が
、
川

之
江
体
育
館（
川
之
江
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
１
チ
ー
ム
３
人

の
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
参
加
し
た
88

チ
ー
ム
、
約
２
６
０
人
の

小
学
生
た
ち
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
仲

間
た
ち
の
声
援
を
力
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

発足発足 100100 周年周年

川
之
江
柔
道
会

川
之
江
柔
道
会

記
念
大
会
開
催

記
念
大
会
開
催

　

1
月
16
日
、
香
川
県
を

中
心
に
飲
食
店
を
展
開

し
、
本
市
で
は
妻
鳥
町
に

店
舗
を
構
え
る
株
式
会
社

遊
食
房
屋
（
宮
下
昌
典
代

表
取
締
役
社
長
）
と
本
市

が
、
災
害
時
の
協
力
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
災
害
発

生
時
に
は
、
同
社
の
店
舗

や
駐
車
場
が
避
難
所
や
救

助
の
拠
点
と
し
て
提
供
さ

れ
る
ほ
か
、
食
料
品
な
ど

も
供
給
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
場
所
と
食
料
を
提
供

遊
食
房
屋
と
市
が
災
害
協
定
を
締
結

「
地
域
の
皆
さ
ま
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
話
す
同

社
の
石
田
義
之
専
務
取
締
役

「
今
後
も
日
本
一
の
紙
の
ま
ち
を
支
え
た
い
」
と

話
す
同
協
会
の
川
崎
直
人
副
地
区
会
長

　

１
月
21
日
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
規

制
で
輸
送
能
力
が
不
足
す

る
「
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
」
や
燃
料
な
ど
の
価

格
高
騰
で
厳
し
さ
を
増
す

運
送
業
界
へ
の
支
援
を
求

め
る
た
め
、
四
国
中
央
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
西
岡

斉
会
長
）
が
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
要
望
書
を
受

け
取
っ
た
篠
原
市
長
は
、

支
援
を
前
向
き
に
進
め
る

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

物
流
問
題
の
解
決
を
地
域
で
目
指
す

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
要
望
書
を
提
出

　

１
月
27
日
、
講
演
会
や

人
権
相
談
な
ど
を
通
じ
て

啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権

問
題
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
（
鈴
木
孝
子
会
長
）

が
市
役
所
を
訪
れ
、
篠
原

市
長
に
活
動
報
告
を
し
ま

し
た
。
鈴
木
会
長
は
、
近

年
の
企
業
に
お
け
る
人
権

問
題
に
触
れ
、「
各
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

相
談
・
啓
発
・
救
済
で
人
権
を
守
る

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
活
動
報
告



本紙上で紹介できなかっ
た記事や写真は、市ホー
ムページ「まちの話題」
に掲載しています

　

１
月
24
日
、
災
害
へ
の

備
え
や
応
急
手
当
の
方
法

な
ど
を
伝
え
る
た
め
に
、

伊
予
三
島
赤
十
字
奉
仕
団

（
石
川
祐
子
委
員
長
）
な

ど
が
市
内
の
小
学
校
で
実

施
す
る
「
手
つ
な
ぎ
防
災

ひ
ろ
ば
」
を
日
本
赤
十
字

社
の
清
家 

篤
社
長
ら
が

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
松
柏
小
学

校
の
４
年
生
が
非
常
食
づ

く
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

体
験
な
ど
を
し
ま
し
た
。

児
童
ら
が
非
常
食
づ
く
り

防
災
教
室
を
日
本
赤
十
字
社
が
視
察

　

１
月
30
日
、
三
島
宮
川

に
あ
る
県
指
定
文
化
財
の

興
願
寺
三
重
塔
で
防
火
訓

練
が
あ
り
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
三
島
幼
稚
園

の
園
児
が
見
守
る
中
、
参

加
し
た
興
願
寺
職
員
や
近

隣
住
民
、
消
防
職
員
ら
約

30
人
は
、
初
期
消
火
や
避

難
誘
導
、
消
火
器
の
取
り

扱
い
講
習
、
そ
し
て
は
し

ご
車
に
よ
る
放
水
訓
練
を

通
し
て
防
火
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

地
域
の
力
で
歴
史
を
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
防
火
訓
練

　

県
書
道
用
紙
連
合
会
（
石
村
浩
会
長
）

主
催
の
書
道
展
が
、
２
月
１
日
か
ら
３

月
２
日
ま
で
妻
鳥
町
の
県
紙
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
21
回
目
を
迎
え
る
こ
の
書
道

展
で
は
、
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
力
作
３
３
８
作
品
が
、
来
場

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

入
賞
作
品
移
動
展

土
居
窓
口
セ
ン
タ
ー　

３
月
３
日
〜
16
日

市
役
所
市
民
交
流
棟　

３
月
17
日
〜
30
日

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
〜
４
月
13
日

日本一日本一の
書道用紙のまちで
児童・生徒書道展覧会書道展覧会
開催中！

市長賞を始めとする入賞 63 作品は市内 3か所で移動
展示されます。ぜひお越しください

来
て
も
、
面
と
向
か
っ
た
ら
う
な
る

よ
う
な
こ
と
ば
か
り
だ
な
。
あ
と
少

し
残
っ
て
い
る
米
櫃び
つ

に
気
合
い
を
入

れ
て
頑
張
ろ
う
。

　

野
球
で
最
後
に
登
板
し
て
試
合
を

締
め
く
く
る
役
目
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を

「
ク
ロ
ー
ザ
ー
」
と
呼
ぶ
。
重
要
で
重

い
任
務
を
背
負
っ
た
仕
事
で
あ
る
。

格
好
は
い
い
が
大
変
で
あ
る
。
た
っ

た
一
球
投
げ
た
ボ
ー
ル
で
そ
の
試
合

の
勝
敗
が
決
し
て
し
ま
う
こ
と
が

多
々
あ
る
。
３
時
間
あ
ま
り
の
ナ
イ

ン
の
想
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
み

ん
な
の
努
力
を
背
中
に
背
負
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
人
生
、
時
に
は
そ
う

し
た
場
面
に
出
く
わ
せ
る
こ
と
も
あ

る
。

　

そ
う
言
い
な
が
ら
春
が
、
少
し
ず

つ
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
近
づ
い
て
き
た
。

　

私
の
引
退
も
す
ぐ
そ
こ
で
あ
る
。

　

今
日
は
日
曜
日
。
午
後
市
役
所
に

出
て
き
て
パ
ソ
コ
ン
を
打
っ
て
い
た

ら
、
日
差
し
が
西
日
に
な
っ
て
暖
か

く
な
る
ほ
ど
強
く
な
っ
て
き
た
。
北

の
大
雪
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
み
な
さ

ん
に
は
申
し
訳
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

節
分
が
過
ぎ
、
も
う
少
し
で
桃
の

花
の
開
花
の
便
り
が
聞
こ
え
そ
う
な

季
節
に
な
っ
て
き
た
。
人
間
、
け
じ

め
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も

あ
る
。
喜
び
も
悲
し
み
も
微
笑
み
と

さ
み
し
さ
が
入
り
ま
じ
り
、
な
ん
と

も
心
が
満
杯
に
な
り
危
う
い
時
期
で

も
あ
る
。

　

人
が
生
き
て
い
く
中
で
、
期
待
と

不
安
を
い
っ
ぱ
い
引
き
ず
り
な
が
ら
、

ど
ち
ら
を
向
け
ば
い
い
の
や
ら
分
か

ら
な
い
と
き
が
あ
る
。
み
ん
な
そ
う

し
て
、
青
春
と
い
う
時
期
を
通
り
過

ぎ
て
い
く
。
振
り
返
る
と
、
俯
い
て

な
ら
ぼ
そ
ぼ
そ
し
ゃ
べ
る
こ
と
は
出

春
、
別
れ
の
季
節
で
も
あ
る

四国中央市長　篠 原    実


